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部
 

発 行 所 

五所川原市役所 

376 号 

昭和51年5月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 

③てhかわら 
世帯数 	13,826 

（昭和51年 5 月15日現在）住民基本台帳から 

男 24,976 人

女 26,759 人 

市 の 人 口 

51,735 

紘
l
牛
そ
邑
 

四
月
二
十
八

日
（
水
）
晴
、
 

風
強
し
、
 

三
分
咲
き

の

桜
並
木
を
く
ぐ

り
抜
け
る
よ
う
 

に
し
て
登
庁
し
 

た
途
端
、
久
々

に
光
る
助
役
の
ラ
ン
プ
が
妙
に

目
に
し
み
る
。
 

八
時
三
十
分
か
ら
の
日
程
打

合
せ
を
す
ま
せ
て
直
ち
に
飯
塚

助
役
と
と
も
に
情
報
課
、
財
政

用
度
課
の
順
で
新
年
度
の
重
点
《
 

ヘ
ア
リ
ン
グ
に
入
る
。
 

九
時
に
堀
内
岩
崎
村
長
を
は

じ
め
岩
森
村
議
会

議
長
ら
一
行

八
名
か
ら
「
岩
崎
村
に
県
立
の

水
族
館
設
置
に

つ
い
て
」
西
北

五
広
域
圏
と
し

て
も
推
進
さ
れ

る
よ
う
協
力
を
要
望
さ
れ
、

次

の
広
域
圏
会
議
の
協
議
に
の
せ

る
よ
う
約
す
。

“
見
る
水
族
館
 

“よ
り
”
食
べ
る
水
族

館
（
へ

の
提
言
を
し
て
い
る
東
京
水
産

大
学
増
田
教
授
の
レ

ポ
ー
ト
を

熱
っ
ぽ
く
紹
介
す
る
皆
さ
ん
に

心
か
ら
成
功
を
祈
る
。
 

十
時
か
ら
前
田
野
目
地
区
ほ

場
整
備
事
業
竣
工
記
念
碑
除
幕

式
に
参
列
、
受
益
面
積
八
十

ー
ー
 

ハ
b
大
小
な
ん
と
四
千
数
百
枚
を

数
え
た
山
田
が
今
で
は
三
百
八

十
枚
に
整
理
さ
れ
大
型
機
械

の

作
業
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
、
 

こ
の
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、
 
 

関
係
者

の
同
意
率
百
％
が
大
き

な
引
き
金
と
な
っ
て
昭
和
四
十

八
年
土
地
改
良
区
設
立
の
余
勢

を
か
っ
て
一
年
で
面
工
事
を
完

了
す
る
と
い
う
異

例
の
進
ち
ょ

く
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
記
念
碑

の
シ
耕
魂
（
の
二
字
を
揮
竜
す

る
こ
と
の
光
栄
を
私
に

ま
で
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
さ
さ
げ
る
。
 

十

一
時
三
十
分
に
は
、

県
農

業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
に
出

席
、
新
年
度
総
会

開
催
に
関
す

る
議
案
等
に

つ
い
て
協
議
し
た

が
、
本
県
農
業
の
将
来
に
わ

た

っ
て
我
国
の
食
糧
供
給
基

地
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
な

が
ら
特
に
新
年
度
は
、
生
産
基

盤
整
備
、
生
産
組
織

の
育
成
、
 

農
業
団
地
の
形
成
等
農
業

生
産

の
効
率
化
を
図
る
こ

と
と
な
り

農
業
近
代
化
資
金

の
県
利
子
補

給
承
認
目
標
額
も
よ

う
や
く
百

億
円
の
大
台
を
準
備
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。
 

会
議
を
終
っ

て
県
森
連
に
立

ち
寄
り
緑
化
ま
つ
り
の
お
礼
を

申
し
上
げ
農
業
会
館
を
辞
す
。
 

帰
庁
後
も
各
課

の
ヘ
ア
リ
ン

グ
を
続
行
し

て
い
た
ら
、
ひ
ょ

っ
こ
り
元
市
福
祉
事
務
所
長
の

小
島
武
雄
さ
ん

の
訪
問
を
受
け

る
。
 

市
役
所
技
研
ク
ラ
ブ
総
会
に

顔
を
出
し
て
七
時
過
ぎ
帰
宅
克
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市
民
総
合
体
育
館

塗
ハ
月
着

工
 

市
内
の
ス
ポ
ー
ッ
愛
好

者
待
望
の
市
体
育
館
設
計

図
が
こ
の
ほ
ど
出
来
あ
が

り
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
同
体
育

館
は
、
メ
ー
ン
体
育
館
と

サ
ブ
体
育
館
か
ら
な
り
、
 

旧
五
農
校
跡
の
菊
ケ
丘
運

動
公
園
内
に
鉄
筋
コ
ン

ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延
べ

面
積
五
、
三
四
八
平
方
冒
、
 

収
容
人
員
約
四
、四
〇
〇
人

を
擁
す
る
総
合
体
育
館
で
 

会場 

五所’り原市 

ク ,ウント 

第16回全日 

日 時 5 月28、 29、 30日 

場所 北斗グラウンド 

（雨天順延） 

20 

ち
び
っ
子
農
園
は
“
花
や
そ

さ
い
を
育

て
自
然
に
親
し
も
う
 

〈
と
、
四
十
九
年
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
去
る

四
月
二
十
五
日
ち
び
っ
子
と
父

兄
約
二
百
人
が
参
加
し
開
園
し

ま
し
た
b
 

こ
の
日
は
「
秋
の
収
穫
ま
で

が
ん
ば
ろ
う
」
 
と
佐々

木
市
長

ら
に
励
ま
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
割

当
さ
れ
た
区

画
に
市
農
業
セ
ン

タ
ー
職
員
の
指
導

の
も
と
に
、
 

馬
鈴
薯
、
サ
サ
ゲ
、
枝
豆
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
種
子
を
植

え
付
け
、
自
然
に
接
す
る
機
会

の
少
な
い
ち
び
っ
子
達
も
こ

の

日
ば
か
り
は
土
と
汗
に
ま
み
れ

て
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。
 

外
部
は
純
日
本
風
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
屋
根
構
造
で
あ
り
、
内

部
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
各
一
一

面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
八
面
、
卓

球
台
二

一
台
な
ど
室
内
種
目
は

全
部
出
来
、
特
に
相
撲
場
上
屋

は
電
動
式
を
備
え
、
こ
れ
を

つ

り
下
げ
床
に
土
俵
を
造
る
と
相

撲
場
に
な
る
と
い
う
施
設

の
ほ

か
、
身
障
者
の
た
め
の
通
路
や

車
イ
ス
で
も
入
れ
る
ト
イ
レ
な

ど
も
備
え
る
な
ど
東
北
に
例
を

見
な
い
設
備
を
誇
っ

て
い
る
。
 

こ
の
体
育
館
は
、
今
年
六
月

着
工
し
五

二
年
国
体
の
柔
道
競

技
に
間
に
合
う
よ
う
来
年
六
月

に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
。
 
 

2
4
ト
ョ
タ
自
動
車
工
業

（
愛
知
）
 

2
3旭

化

成
工
業
守

山

（滋
賀

）
 

2
2本
州
製
紙

富
士
（

静
岡
）
 

2
1第
一
紡
績
荒

尾
（
熊
本
）
 

丸

善

石
油
千
葉
（

千
葉

）
 

1
9東
 

芝
 
姫
 
路
（

兵
庫
）
 

1
8
 フ
ラ

ン

ス
ベ
 
ッ
ト

（東
京
）
 

1
7富
 
士
 
通
 
須
 
坂
（
長
野

）
 

価

き

も

の

セ
ン
タ

ー
（
青

森
）
 

1
5
日

本
通

信
工
業
（

神
奈
川
）
 

1
4朝
 
日
 
工
 
業

（愛
知
）
 

1
3大
 
和
 
紡
 
福
 
井

（福
井
）
 

1
2東
 
芝
 
北
 
九
 
州

（福
岡
）
 

H

大

和

電
機
工
業
（

長
野
）
 

1
0
日
 

立
 
工
 
機
（

茨
城
→
 

9

塩
野

義
製
薬
杭
瀬
（

兵
庫
）
 

8

松

下

電
工
戸
ケ

崎
（
埼
玉
）
 

7

日
 

本
 

電
 
装
（
愛

知
）
 

6
 
ユ
 ニ
チ

カ
垂

井
 
（
岐
埠

）
 

5

ナ

シ
ョ

ナ
ル

木
材

（群
馬
）
 

4

住
友
金

属
和
歌

山
（
和
歌
山
）
 

3

日

本

電
気
山
梨
（

山
梨

）
 

2

倉
 

紡
 

安
 
城
（

愛
知
）
 

本
 
生
 
命
（

大
阪

）
 

ちびっ子農園開園 

日 

一
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No. 1 
ヒメホテイラン 
（ラン科） 

市
内

の
野
草

野

鳥
散
歩
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毎月第 1、第3日曜日 缶 ‘

《
 

三
国
民

年
金
証
書

を
提

出
し

て
く
だ

さ
い

」三
三
 

七
＋
歳
以
上
の
方
や
心
身
障

害
者
、
母
子
世
帯
の
方

々
で
、
 

福
祉
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
、
五
月
期
分
（
五

月
六
日

支
払
）
の
年
金
を
受
け
と
っ
た

ら
、
国
民
年
金
証
書
を
市
役
所

健
康
年
金
課
ま
で
提
出
し

て
く

だ
さ
い
。
 

市
で
は
、
福
祉
年
金
を

受
け

て
お
ら
れ
る
方
に

つ
い
て
、
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な
 

野
も
山
も
緑
や
わ

ら
か
に
小

川
の
流
れ

の
リ
ズ
ム
も
軽

い
、
 

春
の
五
所

川
原
で
す
。
 

朝
タ
の
散
歩
や
土
曜
・
日
曜

の
散
索
の
折
、
野
草
・
野
鳥
に

心
を
寄
せ
て
み
ま
し
た
。
新
宮

団
地
の
イ
チ
ョ
ウ
街
路
樹

の
根

元
に
ハ
コ
べ
が
白
く
小
さ
な
花

を
咲
か
せ
、
元
町
八
幡
宮
の
ハ

ル
ニ
レ
の
枝
に
キ
ジ
バ
ト
が
止

ま
り
低
音
で
歌
っ

て
い
ま
す
。
 
 

ど
の
前
年
の
所
得
の
状
況
を
県

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

県
で
は
、
こ
の
所
得
の
状
況

に
よ
っ
て
、
今
年
の
五
月
分
か

ら
来
年
の
四
月
分
ま
で
の
一
年

間
に

つ
い
て
の
支
払
金
額
を
決

定
し
、
国
民
年
金
証
書
に
記
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま

す
と
、
九
月
六
日
の
支
払
日
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
五
月
の
支
払
を
受
け

た
ら
早
速
国
民
年
金
証
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
福
祉
年
金
を

受
け
て

お
ら
れ
る
方
が
、
亡
く
な
っ
た
 

市
内
の
散
歩
で
見

つ
け
た
こ

れ
ら
の
中
か
ら
最
初
に
ペ
ン
を

と
り
た
い
の
は
ヒ
メ
ホ
テ
イ
ー
フ

ン
（
姫
布
袋
蘭
）
で
す
。
 

こ
の
ラ
ン
は
野
生
ラ
ン
の
姫

君
で
す
。
春
早

い
飯
詰
山
の
ヒ

バ
林
に
、
背
丈
十
セ
ン
チ
程
、
 

紅
紫
色
で
香
気
の
あ
る
美
し

い

袋
状
の
花
を
見
せ
ま
す
。
誰
も

が
あ
ま
り
の
美
し
か
に

心
を
奪

わ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
 
 

場
合
で
、
遺
族
の
方
が

死
亡
の

届
出
も
せ
ず
に
年
金
を

受
け
と

る
と
、
あ
と
で
そ
の
金
額
を
返

還
し
な
け
れ
ば
、
な
らな
く
な
り

ま
す
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

三
「
」
国
民
年
金
保
険

料
の

免
除
申

請
手

続
き
は
お
早
目
に
三
三
一
 

国
民
年
金
で
は
、
家
計
が
苦

し
か
っ
た
り
災
害
な
ど

で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
に

つ
い

て
も
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
保
険
料
の
納
付
を
免
険
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
免
除
に
は
、
国
民
年
金
 
 

の
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人

や
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

が
免
除
さ
れ
る
法
定
免
除
と
、
 

所
得
が
少
な
い
た

め
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
申

請
す
れ
ば
免
除
さ
れ
る
申
請
免

除
と
が
あ
り
ま
す
。
 

法
定
免
除
は
、

届
出
を
す
れ

ば
該
当
し
た
と
き
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
申
請

免
除
は
、
本
人
や
家
族
の
所
得

の
状
況
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
 

四
月
分
の
保
険
料
か
ら
免
除
さ

れ
た
い
場
合
は
、
七
月
末
日
ま

で
に
市
役
所

へ
申
請
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
 

な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
 
 

た
と
き
は
、
将
来
受
け
る
老
齢

年
金
の
額
が
低
額
と
な
り
ま
す

が
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
、
十
年
間
だ
け
さ
か
の
ぼ

っ
て
こ
の
免
除
さ
れ
た
期
間
の

保
険
料
を
追
納
す
る
こ

と
も
で

き
ま
す
。
 

将
来
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と

で
き
る
だ
け
免
除
を
受
け
な
い

方
が
よ
い
わ
け
で
す
が
、
や
む

を
得
ず
免
除
を
受
け
た
場
合
で

も
、
で
き
る
だ
け
追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
や
追
納
に

つ

い
て
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
市

役
所
健
康
年
金
課
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

（吉

岡
良
三
会
長
）
主
催
の
「
お
は

よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

」
が
今
年

も
去
る
五
月
二
日
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
、
九

月
十
九
日
ま
で
の
毎
月
第
一
と

一
里
ニ日
曜
日
に
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▲
集
合
 
毎
回
午
前
六
時

ま
で

市
庁
舎
前

の
「
お
ま

つ
り
広
場
 

」
 
に
お集
り
願

い
ま
す
。
 

▲
参
加
者
は
、

ス
ポ
ー
ッ
傷
害

保
険
料
（
年

間
三
百
円
）
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

市
民
弓
道
教
室
 

開
 
く
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
 
「市

民
弓
道
教
室
」
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
 

弓
具
は
道
場
に
備
え
付
け

の

も
の
が
あ
り
、
弓
道
会
員
が
親

切
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で

一

般
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

期
間

e
五
月
十
八
日
か
ら
十
月

三
十
日
ま
で
毎
週
火
曜

日
と
土
曜
日
 

時
間

e
午
後
七
時
か

ら
九
時

場
所

e
三
道
会
館
弓
道
場
 

申
込
先

g
市
中
央
公
民
館
（
電

話
五
ー
二
三
五

二
）
 

弓
道
会

（電
話
五
ー
一

〇
八
三
成
田
方
）
 

生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

／
 
国
民
年
金
に
 
ー
 

／
 

つ
い
て
お
願
い
 

国
体
を
 
り
ん
、

一」
の
赤

い
 
真
心
で
 

でんわ 
(5)1414 



結
核
検
診
を
 

受
け
ま
し
よ
う
 

近
年
結
核
患
者
の
死
亡
率
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ

に
相
反
し
て
患
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
た
周
知

と
思
い
ま
す
。
 

結
核
検
診

は
着
物
を
き
た
ま

ま
で
受
診
で
き
ま
す
し
、
時
間

は
三
十
秒
で
お
わ
り
ま
す
。
 

受
診
票
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
に
発
行
し
て

お
り
ま
す
が
国
保
以
外
の
方
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
 

日
時
及
び
場
所
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
 

日
 

程
 

表
 

I蔽扇瓦う 
）市’: - '  

く竺旦 

て
い
る
世
帯
。
 

ニ
、
貸
付
金
の
内
容
 

一
時
金
と
し
て
七
万
円
、
そ

の
後
の
育
成
金
と
し

て
月
額
六

千
円
中
学
校
卒
業
ま
で

一
世
帯

で
何
人
分
で
も
可
 

三
、
返
済
方
法
 

二
十
年
均
等
払
と
し
、

高
校

大
学
に
進
学
し
た
と
き
は
、

そ

の
間
の
返
済
を
猶
予
致
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所

（
 

五
ー
二

一
一
一
内
線
二
六

一
）
 

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

車 	 種 税 率 

原動機付 
自 転 車 
（バイク） 

1種 
2 種 1 
2 種 2 

い
ろ
は
 
 

50C C 
90C C 

125 CC 

6
0
3
 
5
0
0
 
0
0
0
 

円
円
円
  

1
1
  

,
 
,
  

軽 2 輪（側月 巨付を含む） 2,000 円 

軽 3 輪 2,600 円 

軽白動車 軽 4 輪 
貨 	物 営自 業

家 用

用  

2,900 円 
3,300 円 

4
  

軽
乗
 
輪

用
 

5
,
2
0
0

円
 5

,
9
0
0

円
 

営自 業家 用用  

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
を
除
く
）
 

3,900 円 

2 輪の小型自動車 3,300 円 

雪 上 車 2,000 円 

小型特殊自動車（農耕作業用） 1,300 円 

と
び
出
す
な
 
車
の
あ
と
か
ら
 
又
車
 

※
 
営
業
用
と
は
、
旅
客
運
送

業
に
規
定
す
る
も
の
を

い
う
。
 

軽
自
動
車
税
の
納
期

税
率
が
変
り
ま
す
 

今
回
の
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
下
記
の
よ
う
に
、
軽

自
動
車
税
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

納
期
も
従
来
の
納
期
限
四
月
三

十
日
を
五
月
三
十
一
日
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
 

ど
う
か
納
期
内
完
納
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

/
,
1
1
,
]
z

、
“
ョ

d
ョ

子
り

Zョ
ロ
蛋

f
)
 

自
動
車
事
故
で
父
親
を
亡
く

さ
れ
た
方
、
ま
た
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
っ
た
方
の
子
弟
（
〇

才
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に

育
成
金
を
無
利
子
で
貸
付
し
て

お
り
ま
す
。
 

一
、
対
象
家
庭
 

所
得
税
を
課
さ
れ

て
い
な
い

世
帯
及
び
世
帯
更
生
資
金
の
貸

付
、
児
童
扶
養
手
当
等
を
受
け
 

おしら 

県
下

一
斉
に
六
月
十
九
日
ま
で
 

交
通
事
故
死
者
抑
止

六
十
日
運
動
実
施
中
 

最
近
と
く
に
、
若
者
に
よ
る

交
通
死
亡
事

故
が
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
行
楽
期

農
作
業
期
、
建
物
新
築
等
に
よ

る
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
毎

年
こ
の
季
節
あ
た
り
か
ら
六
、
 

七
月
と
交
通
事
故
死
者
が
増
加

す
る
傾
向
に
も
あ
り
、
交
通
モ

ラ
ル
の
欠
除
を
覚
醒
さ
せ
る
た

め
、
と
く
に
こ
の
期
間
中
は
「
 

暴
走
、
飲
酒
運
転
」
 
は絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。
 

交
通
事
故
も
火
災
も
な
い

明

る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
に
ご

協
力
願
い
ま
す
。
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
 

野
草
観
察
会
 

△
と
 
き
…
昭
和
五
十
一
年
五

月
二
十
五
日
（
火
）

午
後
五
時
 

ー
六
時
の
一
時

間
 

△
集
 
合
…
元
町
八
幡
宮
に
午

後
五
時
 

△
コ
ー
ス
：
‘
八幡
宮
ー
土
手
ー
 

川
原
ー
土
手
 

△
準
 
備
…
メ
モ
帳
 

△
備
 
考
…
雨
天
中
止
、
市
民

の
方
、
小
・
中
学
生
の
参
加
歓

迎
 

△
主
 
催
…
津
軽
植
物
の
会
、
 

五
所
川
原
市
教
育
研
究
会
自
然

教
育
部
会
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地 区 名 月日 場 所 時 間 

老人ホ ー ム

下 平 井 町

さ っ き 町 

敷 	島 	町 

末広町、柏原町

中 平 井 町

上 平 井 町

錦町、幾島町 

6月1日 

（火）ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

, 

多 

老 人 ホ ー ム 前

寺田三次郎宅前

和 田 新 宅 前

敷 島 分 院 前

五所川原保健所前

五所川原小学校前

三 井 生 命 附 近

錦町集 会所前 

9.30 -10.00 

10.05 -10.25 
10.30 -10.50 

11.00 -11.20 

11.30 ---12.00 
13.10 -13.30 

13.40 -14.00 

14.10 ---14.40 

東雲町、雄田町 

大町、旭町、 
東町、布屋町 

新町，柳町、 

成田町 

岩木町、本町、 
川端町、寺町 

元 	町 

平和町、日ノ出町 

栄町、田町 

湊団地、湊 

6月 2日 

（水）ク 

ク 

ク 

ラ 

ク 

う 

り 

岩 谷 勇 宅 前

五所川原郵便局附近

永 福 神 社 前

市民文化会館前 

元町集 会所前 

平和町集会所前 

白 衣 神 社 前 

湊団地集会所前 

9.30 - 9.50 

10.00 -10.20 

10.30 -10.50 

11.00 -12.00 

13.10 -13.30 

13.40 -14.00 

14.10 -14.30 

14.40 -15.00 

ーッ谷、島森、 
弥生町、鎌谷町 

松島町 
1丁目、 2丁目 

ク 

7丁目、 8丁目 

"4丁目、 5丁目、 
6丁目 

・ 3丁目 

田 園 調 布 

6月 3日 

（木）4 

ク 

ク 

ク 

, 

山 上 商 店 前 

木 村昂悦宅前 

菊地理 容所前 

毛 内 商 店 前 

団地管理事務所前 

前 田 商 店 前 

9.30 -10.00 

10.10 -10.40 

10.50 -11.20 

11.30 -12.00 

13.10 -13.40 
13.50 -14.10 

川山、 中泊 

種 	井 

新 宮 団 地 

全 

新宮町、中川新宮 

6月4日 

（金）ク 

ク 

ク 

ク 

中 川 支 所 前

種 井公民館前

団地県宮集会所前

団 地森 の 家 前

新 宮公 民 館 前 

9.30 -10.00 

10.10 -10.30 

10.40 -11.10 
11.20 -11.50 
12.00 -12.20 
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